
K
atsuura city com

m
unications

No.823
12/ 2

6

●主な内容 Contents●
財政事情の公表　……………………………Ｐ２～３
市職員の給与などの公表　…………………Ｐ４～５
Katsuura Topics　……………………Ｐ８～９
インフォメーションガーデン　……………Ｐ１２～１３



財
政
事
情
の
公
表

　

市
で
は
、皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、毎
年
２
回
、「
財
政
事
情
」
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
27
年
度
決
算
の
概
要
と
、平
成
28
年
度
上
半
期

（
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
予
算
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

平成２７年度決算の概要
（　）内は前年比①一般会計

地方交付税 25億8,577万円 (5.3%)
市税 20億9,325万円 (△1.4%)
国庫支出金 8億8,834万円 (△39.4%)
市債 5億1,728万円 (△69.1%)
繰越金 5億412万円 (△10.3%)
繰入金 4億7,144万円 (△63.5%)
県支出金 4億3,721万円 (△9.6%)
諸収入 4億1,841万円 (△0.4%)
地方消費税
交付金 3億6,500万円 (61.1%)

寄附金 3億124万円 (161.6%)
分担金及び
負担金 1億7,144万円 (△9.4%)

使用料及び手
数料ほか 2億8,542万円

民生費 28億7,442万円 (△4.0%)
総務費 23億1,703万円 (21.1%)
公債費 8億7,680万円 (△3.0%)
衛生費 7億2,807万円 (△0.3%)
教育費 6億6,930万円 (△74.3%)
土木費 3億9,564万円 (△32.0%)
農林水産業費 2億3,000万円 (△20.3%)
商工費 2億1,302万円 (△50.2%)
議会費 1億6,204万円 (△2.0%)
消防費 1億1,488万円 (△2.4%)
災害復旧費 2,251万円 (△67.5%)

  歳　入　　　　　　　　  90億3,892万円（△20.0%）

  歳　出　　　　　　　　　　86億371万円（△20.3%）

会　　　計　　　名 歳　　入 歳　　出 差　引　額

国 民 健 康 保 険
事業勘定 33億6,937万円 32億702万円 1億6,235万円
直営診療施設勘定 6,273万円 6,221万円 52万円

 後期高齢者医療 2億2,502万円 2億2,449万円 53万円
 介護保険 21億5,329万円 20億9,475万円 5,854万円

②特別会計

区　 分 収　　入 支　　出 差　引　額
 収益的収支 8億4,649万円 7億5,716万円 8,933万円
 資本的収支 4億7,007万円 6億3,226万円 △1億6,219万円

※資本的収支の不足額は、内部留保資金等により賄われています。

③水道事業会計

※表示単位未満を四捨五入により算出しているため、合計と内訳が一致しない
場合があります。
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会　　　計　　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率

一 般 会 計 97億2,818万円 44億7,366万円 46.0% 34億9,815万円 36.0%

国 民 健 康
保 険
特 別 会 計

事業勘定 32億4,382万円 13億3,880万円 41.3% 13億8,746万円 42.8%

直営診療施設勘定 6,617万円 3,259万円 49.3% 2,608万円 39.4%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億4,947万円 7,075万円 28.4% 3,571万円 14.3%

介 護 保 険 特 別 会 計 23億747万円 9億9,448万円 43.1% 8億5,981万円 37.3%

※平成 27 年度繰越分を含みます。

◆会計別執行状況

区　　　分 収入予算現額 収 入 済 額 収入率 支出予算現額 支出済額 執行率

収 益 的 収 支 8億2,071万円 4億1,505万円 50.6% 8億324万円 2億6,329万円 32.8%

資 本 的 収 支 1億8,344万円 1,353万円 7.4% 3億6,891万円 6,725万円 18.2%

◆水道事業会計

一  般  会  計 86億8,081万円

◆ 市債の現在高

土  地 3,504,123 ㎡ 基 　  金 17億4,076万円

建  物 81,833 ㎡ 有 価 証 券 475万円

◆主な財産

予算の執行状況 ～ 平成28年度上半期（平成28年9月30日現在） ～

指　標 説　明 平成27年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計等の実質赤字額の標準財政規模に対する
割合 － 14.89% 20.0%

連結実質赤字比率 すべての会計を連結した実質赤字額の標準財政規
模に対する割合 － 19.89% 30.0%

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還
金の標準財政規模に対する割合 8.2% 25.0% 35.0%

将来負担比率 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標
準財政規模に対する割合 132.7% 350.0% －

◆健全化判断比率

会　計　名 説　　　明 平成27年度 経営健全化基準
（イエローカード）

水道事業会計 公営企業の資金不足額の事業収入に対する割合 － 20.0%

◆資金不足比率

財政健全化を維持しています
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、地方公共団体は、毎年度、健全化判断比率および資金不足比率を監
査委員の審査に付した上で、議会へ報告し、公表することとなっています。
　平成２７年度決算では、一般会計や各特別会計および水道事業会計のすべての会計で黒字であるため、実質赤字比率、
連結実質赤字比率および資金不足比率は算出されていません。
　また、過去の借金の返済金（公債費）の総支出に占める割合を示す実質公債費比率や過去の借金残高などの将来にわ
たる負担が市の財政規模に対してどれくらいの重さであるかを示す将来負担比率は、ともに早期健全化基準（イエロー
カード）を大きく下回り、財政の健全性を維持しています。

問合せ　財政課財政係 （☎７３－６６４８）
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市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
合
せ　

総
務
課
職
員
係
（
☎
73

−

６
６
４
３
）

市
職
員
の

給
与
な
ど
の
公
表

平成28年度

（
概
要
版
）

①人件費の状況（平成２７年度普通会計決算）　

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ / Ａ

平成26年度
人件費率

 ８，３５７，４００ ４１６，１２７ １，７３８，０５５ ２０.８ １６．３
※平成２８年３月３１日現在の住民基本台帳人口は１８，７６５人です。

  ( 単位：千円・％）

※職員手当には退職手当を含みません。また、給与費は、当初
予算に計上された額です。

※職員数に特別職（市長・副市長・教育長）は含まれていません。

②給与費の状況（平成２８年度普通会計当初予算）　

職
員
数
Ａ

給　与　費 １人当たり
給与費
Ｂ / Ａ給　料 職員手当 期末・

勤勉手当
計
Ｂ

２１３ ７６９，４２４ ８４，５９２ ２８５，０５４ １，１３９，０７０ ５，３４７

 ( 単位：人・千円 )

区　分 勝浦市 類似団体 全国市平均
平成２３年 ９９．４ ９６．７ ９８．８
平成２４年 ９９．９ ９６．８ ９８．８
平成２５年 １００．４ ９６．６ ９８．５
平成２６年 １００．８ ９６．７ ９８．６
平成２７年 ９９．６ ９７．０ ９８．７

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を１００とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

（各年４月１日現在）
③ラスパイレス指数の状況

( 単位：円 )

区　分
一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

勝浦市 ３１０，９４２ ３４０，７１７ ３９．９歳

国 ３３１，８１６ ４１０，９８４ ４３．６歳
※平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当などの額を

合計したものです。

④平均給料月額、平均給与月額および平均年齢

⑥経験年数別・学歴別平均給料月額 
( 単位：円 )

区        分
一 般 行 政 職

大学卒 高校卒

経験年数１０年 ２６１，４００ ２１８，１００

経験年数１５年 ３０８，４００ ２６１，４００

経験年数２０年 ３５８，９００ ３０８，４００

( 単位：円 )

区　分
初　任　給 ２年後の給料

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

勝浦市 １８３,３００ １４９,０００ １９６,０００ １６０,２００

国 １７６,７００ １４４,６００ １９０,２００ １５４,３００

※国の大学卒は一般職

⑤初任給 ( 一般行政職 )   

 ( 単位：人・％ )

区分 主な職名 職員数 構成比

７級 課長・主幹 １４ １０．４

６級 係長・主査 １５ １１．２

５級 係長・主査補 ２６ １９．４

４級 副主査 ３２ ２３．９

３級 主任主事・主任技師 ８ ６．０

２級 主事・技師 ２６ １９．４

１級 主事補・技師補 １３ ９．７
※市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

⑦一般行政職の級別職員数

⑧昇級期間短縮の状況
該当なし
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⑨職員手当の状況　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

区　　　　分 勝浦市 国

平均支給額（平成２７年度）１，３４３千円

平成２７年度
支給割合

期 末 手 当 ２．６０月分 ２．６０月分

勤 勉 手 当 １．６０月分 １．６０月分

加算措置の
状況

役 職 加 算 ５～１５％ ５～２０％

管理職加算 なし １０～２５％

※加算措置の状況は、職制上の段階、職務の級などによる加算措
置をいいます。

退
職
手
当

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 ２０．４４５ 月分 ２７．４０５０ 月分

勤続２５年 ２９．１４５ 月分 ３４．５８２５ 月分

勤続３５年 ４１．３２５ 月分 ４９．５９００ 月分

最高限度額 ４９．５９０ 月分 ４９．５９００ 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置
(２～２０％加算 )

平均支給額 ５，８０３千円 ２３，８９４千円

※平均支給額は、前年度の退職した職員（企業職を除く）に支
給された平均額です。

特
殊
勤
務
手
当

（
平
成
27
年
度
決
算
）

区　　　　分 全職種

支給実績 ４, ６７７千円

支給対象職員１人当たり平均支給年額 ３２，７００円

職員全体に占める手当支給の割合 ６１．３７％

手当の種類 ( 手当数 ) ８

代表的な手当 清掃作業手当、
危険手当など

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　( 単位：千円 )

時
間
外
勤
務
手
当

（
決
算
）

平成２７年度
支給実績 ２４，９２８

職員１人当たり支給年額 １２６

平成２６年度
支給実績 ２８，５１５

職員１人当たり支給年額 １４０

そ
の
他
の
手
当

手当名 支給実績
（千円）

支給職員１人当たり
平均支給年額（円）

扶養手当 １８，６７３ １９８，６４６

住居手当 ８，２３０ ２９３，９０６

通勤手当 １５，０５９ ９３，５３１

宿日直手当 １，０３４ ４，２００

夜間勤務手当 ７25 ９０，６１１

休日勤務手当 560 ３４，９９８

管理職手当 １１，５６４ ５７８，１９３

⑩特別職の報酬などの状況
( 単位 : 円 )  

区　分  給料などの月額 期末手当

給
料

市長 ８００, ０００
 (平成27 年度　
      支給割合）

  6 月期 1.90 月分
12 月期 ２.２５月分

計　４．１５月分

副市長 ６５０, ０００

報
酬

議長 ３３３, ０００

副議長 ３０６, ０００

議員 ２８８, ０００

( 各年度４月１日現在、単位：人 )

　　区分

 部門

職　員　数 対
前
年
増
減
数

主な増減理由平成
２７年度

平成
２８年度

一 般 行 政 １８５ １８５ ０

特 別 行 政 ３３ ３０ △３ 退職不補充などに
よる減

公営企業等 ３０ ２９ △１ 事務の統廃合によ
る減

合　計
２４８

（３００）
２４４

（３００）
△４

※職員数は、一般職に属する職員数です。
※（　）内は、条例定数の合計です。

⑪部門別職員の状況および増減理由
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千葉大学大学院園芸学研
究科　准教授。
京都大学建築系学科、同
修士課程修了。
ＪＲ東海に入社、名古屋
駅のＪＲセントラルタ
ワーズの計画・設計に携
わる。
千葉大学博士課程修了。
専門は都市および農村計
画学。
控えめで穏やかな印象だ
が、時に子どもっぽい。
趣味は自転車（ロードバ
イク）。

地
方
創
生

日
記

齋
藤雪彦

の

『
勝
浦
と
人
情
』

　

田
舎
の
魅
力
に
は
自
然
や
風
景

だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
人
の

心
の
温
か
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

東
京
の
朝
の
満
員
電
車
で
は
、
言

い
争
い
や
怒
号
が
飛
び
交
う
場
面

に
出
く
わ
す
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
時
代
が
変
わ
り
、
も
は

や
都
会
で
は
人
と
関
わ
ら
な
い
こ

と
が
マ
ナ
ー
に
な
っ
た
よ
う
な

感
じ
す
ら
あ
り
ま
す
。
人
々
が

様
々
な
価
値
観
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
価
値
観
が
違
う
人
同
士
が
話

す
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、
疲

れ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
宅
配
、
コ
ン
ビ
ニ
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
人
と
関
わ
ら
な

く
て
も
生
活
が
完
結
す
る
場
面
が

増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
働
き
方
が
時
間

に
追
わ
れ
て
競
争
的
に
な
り
、
他

人
を
敵
と
み
な
す
よ
う
な
考
え
方

が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
つ
ま
り
、「
東
京
は
も

は
や
人
が
住
む
に
は
つ
ら
い
場
所

で
あ
る
」
と
感
じ
る
人
が
増
え
、

田
舎
へ
行
く
（
観
光
に
行
く
、
移

住
す
る
）
大
き
な
理
由
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

鵜
原
や
松
野
・
小
松
野
の
ま
ち

づ
く
り
で
地
域
を
歩
く
と
（
こ
の

地
区
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
が
）、

住
民
同
士
で
立
ち
話
を
し
た
り
、

声
を
か
け
あ
っ
た
り
と
い
う
場
面

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
そ
ん
な
場

面
を
見
る
と
時
間
も
ゆ
っ
た
り
流

れ
て
い
る
よ
う
に
心
地
よ
く
感
じ

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
帰
り

が
け
に
駅
の
ホ
ー
ム
ま
で
お
菓
子

を
届
け
て
く
れ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ

に
誘
っ
て
く
れ
た
り
、
ま
る
で
昔

か
ら
の
知
り
合
い
の
よ
う
に
接
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
松
野
・
小

松
野
地
区
で
は
私
の
風
貌
か
ら

【
ハ
ゲ
カ
ッ
パ
】
と
い
う
愛
称
ま

で
頂
戴
し
て
い
ま
す
（
笑
））。
私

は
、
市
役
所
で
も
月
に
数
回
勤
務

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
こ
で
は
み
ん
な
が
知
り
合

い
で
、
信
頼
関
係
が
保
た
れ
て
い

る
、
個
人
個
人
が
大
事
に
さ
れ
て

い
る
職
場
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
日
頃
は
一
人
で
仕
事
を
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
う
し
た
市

の
方
々
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
一

つ
で
す
（
幹
部
職
員
、
中
堅
職
員

の
中
に
は
、
飲
み
友
達
に
な
っ
て

頂
い
た
方
ま
で
い
ま
す
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
の
好
き
嫌
い
や

し
が
ら
み
、
理
不
尽
な
こ
と
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
勝
浦
の
人
情
も
、

都
会
か
ら
人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
田
舎
の
研

究
や
ま
ち
づ
く
り
ば
か
り
行
う
の

は
、
こ
う
し
た
地
域
の
方
々
と
の

触
れ
合
い
が
楽
し
い
か
ら
と
い
う

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。（
と

い
っ
て
も
、
比
較
的
シ
ャ
イ
な
ほ

う
な
の
で
、
テ
レ
ビ
番
組
の
『
な

ん
と
か
の
家
族
に
乾
杯
』
の
よ
う

に
、
初
対
面
か
ら
打
ち
解
け
て
と

い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
が･･･

）

　

鵜
原
、
松
野
・
小
松
野
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
住
民
が
勝
浦
の
自

然
を
紹
介
し
、
都
会
の
人
を
「
お

も
て
な
し
」
す
る
観
光
を
模
索
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
勝
浦
の
人

情
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
比
較
的
近
い
勝
浦
で
す

が
、
こ
う
し
た
人
の
心
の
温
か
さ

は
、
い
つ
ま
で
も
続
い
て
欲
し
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（「
外
部
の
人
間
だ
か
ら
勝
浦
の

裏
側
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
甘
い
考
え
方
だ
」
と
の
ご

批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
そ
う
い
う
事
実
も
部
分
的
に

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個

人
的
な
見
解
と
い
う
こ
と
で
ご
容

赦
く
だ
さ
い
）

吉野茂子さん

　吉野茂子さん（名木在住）が千葉県指導農業士に認証されました。
　勝浦市では初の女性指導農業士となります。
　指導農業士とは、農業後継者の養成や地域農業の進展を目的に、農業技術
が優れていて、農業後継者の指導に理解と熱意がある方を千葉県知事が認証
するものです。
　吉野さんの今後の更なる活躍が期待されます。

千葉県指導農業士に認証されました
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特別支援教育支援員（臨時職員）募集
　

勝
浦
市
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
29
年
度

の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
臨
時
職
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

●
臨
時
職
員

職
種　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

募
集
人
員　

５
名
程
度

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
臨
時
職
員
）
の

応
募
資
格
に
つ
い
て

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
市
内
小
・
中
学

校
へ
の
通
勤
が
可
能
な
方
。
教
員
免
許
な

ど
の
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間
な
ど
に
つ
い
て

①
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
定
員
と
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

②
採
用
は
、
選
考
（
面
接
）
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。 

●
勤
務
条
件

①
業
務
内
容　

市
内
小
・
中
学
校
で
発
達

障
害
な
ど
の
特
別
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習

上
の
サ
ポ
ー
ト

②
勤
務
時
間　

１
日
７
時
間
45
分
、
週
38

時
間
45
分
（
た
だ
し
、
勤
務
割
に
よ
り

変
更
と
な
る
場
合
あ
り
）

③
休
業
日　

学
校
休
業
日
（
学
校
行
事
な

ど
に
よ
り
土
日
祝
日
へ
の
振
替
授
業
を

行
う
場
合
あ
り
）

　

こ
だ
わ
り
手
打
ち
う
ど
ん

の
作
り
方
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

作
っ
た
後
は
試
食
！ 

自
分
で

作
っ
て
食
べ
る
う
ど
ん
の
味
は

格
別
で
す
！
回
を
重
ね
る
毎
に

上
達
し
て
い
く
自
分
の
「
手
打

ち
う
ど
ん
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

受
講
場
所　

勝
浦
市
芸
術
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
Ｋ
üｓ
ｔ
ｅ

調
理
室

開
講
日
程　

平
成
29
年
１
月
23

日
㈪
・
２
月
６
日
㈪
・
３
月

13
日
㈪
（
全
３
回
）

時
間　

13
時
～
16
時

申
込
期
間　

12
月
７
日
㈬
～
14

日
㈬
（
定
員
に
な
り
次
第
、

募
集
終
了
）

受
講
費　

無
料
（
別
途
材
料

費
が
か
か
り
ま
す
。
１
回

５
０
０
円
程
度
）

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

募
集
人
員　

12
人

申
込
・
問
合
せ　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
73

−

１
０
０
１
）

※
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
「
コ
ー
ヒ
ー
を
知
ろ
う
。
淹

れ
よ
う
。
味
わ
お
う
。」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
知
識
を
深
め
、

豆
の
焙
煎
や
ド
リ
ッ
プ
方
法
を

学
び
、
香
り
豊
か
で
ほ
の
か
に

甘
い
、
コ
ー
ヒ
ー
そ
の
も
の
の

風
味
を
余
す
こ
と
な
く
味
わ
う

術
を
学
ぶ
教
室
で
す
。
あ
な
た

の
至
高
の
一
杯
を
探
し
ま
し
ょ

う
。

受
講
場
所　

勝
浦
市
芸
術
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
Ｋ
üｓ
ｔ
ｅ

調
理
室

開
講
日
程　

平
成
29
年
１
月
７

日
㈯
・
１
月
14
日
㈯
・
１
月

28
日
㈯
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

申
込
期
間　

12
月
７
日
㈬
～
14

日
㈬
（
定
員
に
な
り
次
第
、

募
集
終
了
）

受
講
費　

３
，
０
０
０
円

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

募
集
人
員　

15
人

④
賃
金
等　

賃
金
１
日
８
，
０
０
０
円

　

交
通
費
支
給
制
度
あ
り

⑤
契
約
期
間
に
応
じ
有
給
休
暇
が
付
与
さ

れ
ま
す
。

⑥
勤
務
時
間
に
応
じ
各
種
社
会
保
険
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑦
労
働
災
害
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

●
採
用
試
験
日
（
面
接
日
） 

　

採
用
試
験
日
（
面
接
日
）
に
つ
い
て
は
、

臨
時
職
員
登
録
完
了
後
に
担
当
課
よ
り
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

●
手
続
き
に
つ
い
て 

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
と
し
て
雇
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
の
臨
時
職
員
と

し
て
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録

に
必
要
な
「
臨
時
職
員
登
録
依
頼
書
」
は

総
務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
職
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と
、
市

で
特
別
支
援
教
育
支
援
員
以
外
の
職
種

に
必
要
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
選
考
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 ●
問
合
せ

臨
時
職
員
登
録
に
つ
い
て

　

総
務
課
職
員
係
（
☎
73

−

６
６
４
３
）

採
用
試
験
（
面
接
な
ど
）
に
つ
い
て

　

教
育
課
学
校
教
育
係

　
（
☎
73

−

６
６
６
４
）

Ｋ
üｓ
ｔｅ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

「
手
打
ち
う
ど
ん
道
場

～
さ
あ
、
う
ど
ん
を

　
　

   

打
と
う
！
～
」

「
山
峡
の
焙
煎
師
が
伝
え
る

技
。
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
プ

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」
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Katsuura 
Topics

　朝方の雨もすっかりあがり、心地よい陽気となった１１月
５日、芸術文化交流センターを会場に「かつうら魅力市」（か
つうら魅力市実行委員会主催・小高伸太委員長）が開催さ
れ、３１,０００人が来場しました。
　地域の魅力の発信をテーマに市内に限らず、県内のあらゆ
る産業に携わる人 （々およそ５０店舗）が出店し、魚介類・
農産物・特産品などの販売が行われ、買った食材をその場で
焼けるバーベキューコーナーとともに賑わいを見せました。
　Ｂ－１グランプリコーナーでは、地元勝浦の「熱血!!勝浦
タンタンメン船団」をはじめ、「久慈まめぶ部屋（岩手県久
慈市）」「浪江焼麺太国（福島県浪江町）」「津ぎょうざ小学
校（三重県津市）」のＢ－１グランプリ入賞実績がある４団
体が出展し、会場を盛り上げました。
　この他にも、メインステージでは各団体による演奏や演
舞、Küsteパフォーマンススクエアでは大道芸、海上保安庁
音楽隊や勝浦小学校音楽部によるホール演奏なども、イベン
トに花を添えました。
　イベントの最後にはおよそ２,０００個のバルーンが打ち
上げられ、来場者は、まるでキャンディが散りばめられたよ
うな空を笑顔で見上げていました。

地域の魅力の発信をテーマに！

かつうら魅力市

フィナーレを飾る２, ０００個のバルーン

ご当地グルメを求め賑わう

徳島県勝浦町、和歌山県那智勝浦町も出店

華やかなパフォーマンスを披露 たくさんの拍手に包まれた大道芸

海上保安庁音楽隊による演奏会 大勢の人が詰め掛ける会場
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Katsuura Topics

全国の舞台で子どもたちが躍動
第５回スポーツ鬼ごっこ全国大会

満喫しましたか？　芸術の秋
平成２８年度文化祭

　広報かつうら１１月４日号でお伝えした、「第１回スポー
ツ鬼ごっこ大会（勝浦市青少年相談員連絡協議会と勝浦市
商工会青年部が共催）」に出場した子どもたちが、全国の舞
台で活躍しました。
　１１月６日、東京都八王子市の富士森公園陸上競技場で「第
５回スポーツ鬼ごっこ全国大会」が行われ、勝浦市内の小学
生で構成された選抜チーム「勝浦ビッグウェーブ（中島慎介
監督）」がＵ－１２の部で準優勝しました。
　当日は、３チームで行われた予選リーグを１勝１分の成績
で１位通過し、続く決勝トーナメントでも２連勝の快進撃。
決勝戦では、昨年の準優勝チームと対戦し惜しくも敗れたも
のの、初出場で見事な成績を残した大会となりました。

　１０月２７日から１１月２３日にかけて芸術文化交流
センターや勝浦集会所、興津集会所、市立図書館では「平
成２８年度文化祭」にちなんだ様々な行事が開催されま
した。
　１１月３日、文化の日の芸術文化交流センターでは、市
民文化教室受講者の作品や、短歌・俳句、写真、書道、書写、
美術、生花の展示が行われていて、足を止め作品を眺めて
いる人たちの姿が多数ありました。
　また、和室では茶道会が開かれており、奥ゆかしい雰囲
気の中、和菓子と抹茶が訪れた方をもてなしていました。
　ホールに目を移すと、芸能発表会が行われており舞踊、
ダンス、演奏などが披露され、来場者は芸術の秋を満喫し
ている様子でした。

準優勝の勝浦ビッグウェーブの選手たち

エントランスホールでは生花がお出迎え

ホールでは様々な発表が行われた

展示された作品に足を止める和の風情ただよう茶道会
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マイステージ スポ〜ツ＆カルチャ〜（敬称略）

◇
10
マ
イ
ル

　

共
通
男
子
の
部
（
高
校
生
以
上
）

①
鈴
木
崇
也
（
大
多
喜
高
校
）

　

55
分
09
秒

②
鎌
田
裕
樹

③
福
良
朝
樹

　
（
ク
リ
ー
ン
バ
ー
ド
Ｒ
Ｃ
）

④
鈴
木
秀
人

⑤
高
橋
幹
也
（
秋
篠
走
友
会
）

⑥
楠
部
幸
路

⑦
小
野
直
樹
（
東
浪
見
園
芸
）

⑧
藤
重
浩
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

◇
10
マ
イ
ル

　

共
通
女
子
の
部
（
高
校
生
以
上
）

①
鈴
木
緑
（
Ｔ
Ｉ
Ｐ
蘇
我
）

　

１
時
間
11
分
24
秒

②
中
村
久
美
子
（
ア
ネ
サ
キ
）

③
小
寺
葉
子
（
康
子
Ｒ
Ｃ
）

④
押
元
富
江

⑤
山
岡
利
恵
子

⑥
小
玉
直
枝

⑦
西
内
貴
美
子

⑧
中
川
可
奈
子

◇
５
マ
イ
ル
・
高
校
生
男
子
の
部

①
中
島
元
希
（
東
海
大
相
模
高
校
）

　

26
分
40
秒

②
所
倖
平
（
大
多
喜
高
校
）

③
関
将
太
郎
（
大
多
喜
高
校
）

④
小
久
保
克
己
（
大
多
喜
高
校
）

⑤
大
西
貴
也
（
茂
原
高
校
）

⑥
平
田
拓
海
（
大
多
喜
高
校
）

⑦
高
橋
元
将
（
大
多
喜
高
校
）

⑧
久
保
木
柊
有
（
小
見
川
高
校
）

◇
５
マ
イ
ル
・
男
子
39
歳
以
下
の
部

①
佐
久
間
渉
（
蔵
波
小
学
校
）

　

28
分
43
秒

各
部
門
入
賞
者

②
高
木
洸
平
（
三
芳
健
走
会
）

③
庄
司
俊
太
（
わ
だ
）

④
北
川
拓
也
（
和
田
駅
伝
チ
ー
ム
）

⑤
佐
藤
剛
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

⑥
菰
田
祐
司
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

⑦
永
峰
到
（
Ａ
Ｃ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）

⑧
岩
瀬
和
也

◇
５
マ
イ
ル
・
男
子
40
歳
代
の
部

①
鈴
木
裕
行
（
南
総
Ａ
Ｃ
）

　

26
分
51
秒

②
齋
木
進
（
当
間
高
原
Ｒ
）

③
東
山
孝
生
（
Ｉ
Ｔ
＆
Ｆ
）

④
若
林
厚
志
（
姉
崎
Ｒ
Ｃ
）

⑤
小
金
澤
貴
史

⑥
千
葉
恵
一

⑦
菱
田
勝

⑧
土
屋
淳
（
が
ん
ば
れ
僕
た
ち
！
）

◇
５
マ
イ
ル
・
男
子
50
歳
以
上
の
部

①
加
藤
文
敏
（
幸
は
や
ぶ
さ
）

　

29
分
39
秒

②
富
田
祐
司

　
（
浦
安
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）

③
岩
埜
雅
仁

④
徳
倉
基
宏

⑤
出
口
喜
義
（
茂
原
樟
陽
高
校
）

⑥
黒
田
大
（
佐
倉
陸
友
会
）

⑦
赤
羽
康
嗣

⑧
小
原
寿
雄
（
チ
ー
ム
白
浜
）

◇
５
マ
イ
ル
・
共
通
女
子
の
部

　
（
高
校
生
以
上
）

①
鵜
沢
美
奈　

31
分
17
秒

②
鈴
木
瑞
生

③
小
高
美
音
（
大
多
喜
高
校
）

④
菅
原
真
理
子
（
土
気
Ａ
Ｃ
）

⑤
西
川
章
代
（
勝
浦
裕
和
園
）

⑥
谷
野
真
由
美

⑦
福
山
佳
那

⑧
白
井
美
保
子

◇
３
㎞
中
学
生
男
子

①
長
野
力
己
（
北
中
）  

９
分
50
秒

②
鎗
田
大
輝
（
岬
中
）

③
風
戸
響
（
北
中
）

④
鎗
田
光
希
（
岬
中
）

⑤
市
川
翔
（
北
中
）

⑥
鈴
木
滉
次
郎
（
御
宿
中
）

⑦
齋
藤
知
哉
（
北
中
）

⑧
阪
本
里
矢
（
大
多
喜
中
）

◇
３
㎞
中
学
生
女
子

①
所
春
菜
（
岬
中
）  

11
分
13
秒

②
西
川
海
優
（
北
中
）

③
佐
藤
寧
々
（
御
宿
中
）

④
木
原
菜
々
恵
（
岬
中
）

⑤
小
川
真
奈
（
御
宿
中
）

⑥
田
仲
渚
月
（
御
宿
中
）

⑦
須
金
己
留
（
勝
浦
中
）

⑧
秋
澤
真
萌
（
勝
浦
中
）

◇
２
㎞
小
学
生
男
子
（
５
年
生
以
上
）

①
安
武
克
（
東
葛
Ｒ
Ｃ
）

　
６
分
52
秒

②
猪
浦
貫
太
（
横
浜
市
立
中
尾
小
）

③
落
石
悠
太
（
土
気
Ａ
Ｃ
）

④
佐
久
間
亮
汰
（
勝
浦
小
）

⑤
清
家
壮
太
郎
（
総
野
小
）

⑥
鵜
澤
彩
生

⑦
鶴
谷
勇
人
（
勝
浦
小
）

⑧
髙
橋
澪
冬
（
勝
浦
小
）

◇
２
㎞
小
学
生
女
子
（
５
年
生
以
上
）

①
菅
原
凜
香
（
土
気
Ａ
Ｃ
）

　
７
分
08
秒

②
永
峰
俐
瑚
（
土
気
Ａ
Ｃ
）

③
吉
井
あ
い
（
四
和
小
）

④
中
山
苺
（
勝
浦
小
）

⑤
鈴
木
華
祈
（
勝
浦
小
）

⑥
刈
米
さ
く
ら
（
西
亀
有
小
）

⑦
市
川
翼
（
総
野
小
）

⑧
森
衣
吹
（
国
分
寺
台
小
）

第
42
回

「
勝
浦
鳴
海
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」

　

す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
11
月
13
日
、
勝
浦
市

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
「
第

42
回
勝
浦
鳴
海
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
８
２
５

名
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
勝
浦
の
街
を
颯
爽
と
走
り
ま
し
た
。
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　地球の温暖化、ゴミの不法投棄、自然環境、大気・水質保全など環境保全問題をテーマとする「環境ポスター」・
「環境標語」コンクールの募集を行いましたところ、ポスターに１４６点、標語に２３６点の応募があり、それ
ぞれ厳正な審査の結果、入賞者が決定しました。多数のご応募ありがとうございました。
問合せ　生活環境課生活環境係（☎７３－６６３９）

〈副市長賞〉
吉野　日菜（勝浦小２年）
松崎　　霧（上野小４年）
吉田　幸生（北　中２年）

〈市議会議長賞〉
鈴木　凜音（上野小１年）
岩瀬　理乃（総野小６年）
松崎　　澪（北　中３年）

〈教育長賞〉
栃木　羚花（勝浦小２年）
山本　凪紗（豊浜小５年）
鈴木　　潤（北　中３年）

〈環境審議会会長賞〉
江本　柚奈（勝浦小３年）
齋藤　颯翔（豊浜小４年）
深山優希奈（北　中２年）

環境ポスターコンクール入賞者（敬称略）

環境標語コンクール入賞者（敬称略）

審査結果の発表
平成 28 年度「環境ポスター・環境標語コンクール」

〈　市　長　賞　〉

〈　市　長　賞　〉

小学校低学年の部
醍醐　愛（郁文小３年）

小学校高学年の部
齋藤　未結（郁文小６年）

中学校の部
　掘込　朋希（北中３年）

「すてちゃだめ　わたしのすむまち　たいせつに」
小学校低学年の部　　川名　咲輝（勝浦小１年）

「守ろうよ　きれいな海と　きれいな町」
小学校高学年の部　　矢部　弓弦（豊浜小６年）

「この地球　汚すか守るか　あなた次第」
中学生の部　　西川　舞（北　中 1 年）

〈副市長賞〉
鈴木美千花（興津小３年）
佐久間亮汰（勝浦小５年）
佐々木志帆（勝浦中１年）

〈教育長賞〉
岩堀　莉愛（豊浜小２年）
関　こゆき（上野小６年）
西川　海優（北　中２年）

〈市議会議長賞〉
伊藤　心幸（郁文小３年）
田中　美羽（郁文小５年）
村上　祥斗（北　中１年）

〈環境審議会会長賞〉
　川　　諒（興津小２年）
安藤　瞳衣（勝浦小６年）
勝沼　汐音（勝浦中１年）
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

テ
ー
マ

　～
視
察
研
修
～

 

「
最
新
の
防
災
体
験
学
習
施
設
に

て
災
害
へ
の
備
え
を
学
ぶ
」

　

防
災
体
験
学
習
施
設
「
そ
な
エ

リ
ア
東
京
（
東
京
臨
海
広
域
防
災

公
園
内
）
」
に
て
体
験
と
学
習
を

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
共
施

設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
経
費
の
削
減

な
ど
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
運
営

を
目
的
と
し
て
、
民
間
事
業
者
な
ど

に
施
設
の
管
理
運
営
を
任
せ
る
も
の

で
す
。

　

現
在
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い

る
福
祉
作
業
所
が
、
平
成
29
年
３
月

末
で
指
定
期
間
が
満
了
と
な
る
た
め

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

対
象
施
設　

夷
隅
郡
市
福
祉
作
業
所

指
定
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
34
年

３
月
31
日
（
５
年
間
）

申
請
受
付
期
間　

12
月
５
日
～
平
成

29
年
１
月
６
日
ま
で
（
土
日
、
祝

　

防
衛
省
陸
上
自
衛
隊
で
は
、
「
中

学
校
等
卒
業
者
お
よ
び
中
学
校
等
卒

業
予
定
者
」
を
対
象
と
し
た
「
陸
上

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
」
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒

受
検
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
「
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
」
で
、
中
学
校
等
卒
業
者
お
よ

び
卒
業
予
定
者

受
付
期
間　

平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

ま
で
（
締
切
日
必
着
）

試
験
期
日　

平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

（
第
１
次
試
験
）

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

（
☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２
）

　

様
々
な
詐
欺
的
取
引
被
害
や
投
資

被
害
、
そ
の
他
多
重
債
務
問
題
と

い
っ
た
消
費
者
問
題
に
弁
護
士
が
無

料
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

13
時
～
16
時

 

（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

相
談
受
付
専
用
電
話
番
号

　

０
４
３

−

２
２
７

−

５
６
７
０

相
談
時
間　

お
一
人
20
分
程
度

※
相
談
の
み
の
終
了
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
が
代
理
人
と
し
て
交
渉
や
手

続
き
を
行
う
た
め
に
は
、
別
途
弁
護

士
へ
の
依
頼
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
弁
護
士
費
用
が
発
生
し

ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
分
割
な

ど
の
負
担
が
少
な
い
方
法
で
依
頼
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
細
は
弁
護

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

千
葉
県
弁
護
士
会
（
☎

０
４
３

−

２
２
７

−

８
４
３
１
）

　

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以

上
の
方
で
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
で
な
い
方
を
対
象
に
、

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
を
申
請

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
28

年
分
確
定
申
告
・
平
成
29
年
度
分

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
市
役
所
福
祉
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

認
定
要
件

・
要
介
護
度
１
～
５
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
お
り
、
要
介
護
認

定
資
料
の
主
治
医
意
見
書
に
お

け
る
障
害
高
齢
者
ま
た
は
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

判
定
基
準
ラ
ン
ク
が
控
除
基
準

に
該
当
す
る
方

※
要
支
援
１
お
よ
び
２
の
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

注
意
事
項

・
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
方
は
、
障
害
者
控

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集（
一
般
試
験
）

  

第
３
回

『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
』

  

開
催
（
全
３
回
）

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
を
は
じ
め
ま
す

除
対
象
者
認
定
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
28
年
分
確
定
申
告
、
平
成

29
年
度
分
住
民
税
の
申
告
に

は
、
平
成
28
年
12
月
31
日
時
点

で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

・
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
は
市

の
判
定
基
準
に
基
づ
き
判
定
す

る
た
め
、
認
定
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

・
認
定
書
の
発
行
ま
で
に
は
、
通

常
申
請
か
ら
１
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。

・
昨
年
、
障
害
者
控
除
の
認
定

を
受
け
た
方
に
つ
い
て
も
、

あ
ら
た
め
て
障
害
者
控
除

の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
、

控
除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
（
毎
年
、
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ

　

申
請
受
付
・
認
定
は
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
73

−

６
６
１
９
）

　

税
に
関
す
る
こ
と
は
税
務
課
課

税
係
（
☎
73

−

６
６
２
３
）

通
じ
、
災
害
へ
の
備
え
を
楽
し
く

学
び
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

　

墨
名
市
営
駐
車
場　

８
時
出
発

視
察
場
所　

そ
な
エ
リ
ア
東
京
（
東

京
都
江
東
区
有
明
３

−

８

−

35
）
・
ほ
か

交
通
手
段　

あ
じ
さ
い
号

定
員　

35
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

参
加
費　

無
料

昼
食　

そ
な
エ
リ
ア
近
く
施
設
に
て

自
由
昼
食

申
込
・
問
合
せ　

勝
浦
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
☎
73

−

６
１
０
１

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す

日
、
12
月
29
日
～
平
成
29
年
１
月

３
日
を
除
く
）
９
時
～
17
時

※
施
設
の
概
要
、
応
募
資
格
、
応
募

書
類
、
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
（http://w

w
w

.
isum

i-kouiki.com
/

）

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合　

総
務
課
（
☎
86

−

６
６
０
０
）

「
消
費
者
な
ん
で
も

　
　

相
談
室
」
の
ご
案
内
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インフォメー

　

　　

第１日曜日 １２月　４日

8：30～12：30第３日曜日 １２月１８日

第３日曜日 　１月１５日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○国民健康保険税：６期  納期  １２月２８日（水）
○介護保険料　　：５期  納期  １２月２８日（水）
○後期高齢者　　：６期  納期  １２月２８日（水）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。

問合せ　税務課徴収班　☎７３－６６２２

　

寒
い
時
期
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
で
火
災
や
事
故
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
出
時
や
就
寝
時
に
は
必
ず
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
付
近
で
洗

濯
物
を
乾
か
す
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
燃
料
の
大
量
貯
蔵
は
控
え
、
確
実

に
火
を
消
し
て
か
ら
給
油
し
ま

し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
可
燃
物

や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
が
や
け
ど
や
い
た
ず
ら
を

し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
80

−

０
１
３
２
）

　

現
代
作
家
・
木
暮
奈
津
子
氏
が
新

聞
紙
で
創
作
し
た
不
思
議
な
海
の
生

き
も
の
の
作
品
約
30
点
を
、
勝
浦
と

御
宿
の
海
岸
で
そ
れ
を
撮
影
し
た
写

真
と
と
も
に
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

平
成
29
年
１
月
29
日
㈰
ま
で

　

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
通
称
：
サ
ポ
ス

テ
）
で
は
15
歳
か
ら
39
歳
の
若
者

と
、
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
就
労
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
専
門
的

な
資
格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

個
別
相
談
を
は
じ
め
、
就
労
に
向
け

て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
、
一

人
ひ
と
り
に
合
っ
た
就
労
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
５
年
度
に
故
君
塚

和
氏
か
ら
の
寄
付
を
財
源
に
設
置
さ

れ
た
君
塚
和
福
祉
基
金
を
基
と
し

て
、
市
内
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
し
て

日
用
品
を
支
給
す
る
「
君
塚
和
独
居

老
人
日
用
品
支
給
事
業
」
を
運
用
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
分

を
も
っ
て
、
基
金
の
全
額
を
事
業
に

充
当
し
た
こ
と
か
ら
、
基
金
の
目
的

を
達
成
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
平
成
28
年
度
よ
り
廃
止
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係

（
☎
73

−

６
６
１
９
）

　犯人は必ず事前の電話
（アポ電）をして「騙すこと
ができるか」様子を伺って
きます。
　電話で息子や孫をかたる
者から困った口調で高額な
お金を要求してきたときは不審に思い必ず本人に
電話をして確認をしましょう。
　犯人は言葉巧みです。騙されないように注意し
ましょう。

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
! !

「
海
の
博
物
館
」

 

海
の
ア
ー
ト
展

 

海
の
不
思
議
な
い
き
も
の

　

関
連
行
事
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
新
聞
紙
で
海
の
不
思
議
な
い
き

も
の
を
作
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

関
連
行
事
日
時　

12
月
24
日
㈯
・
25

日
㈰
の
各
日
13
時
～
15
時
30
分
ま

で
定
員　

20
名
（
当
日
申
込
、
先
着

順
）

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
入
場
料
が

か
か
り
ま
す
）

問
合
せ　

県
立
中
央
博
物
館
分
館
海

の
博
物
館
（
☎
76

−

１
１
３
３
）

若
者
就
労
支
援
機
関

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ま
た
、
就
職
後
も
職
場
に
な
れ
定

着
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
職
業
的

自
立
を
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ス
テ

が
支
援
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
所
日
時　

月
～
金
曜　

９
時
～
17

時
（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

茂
原
市
役
所
９
階

利
用
料　

無
料

問
合
せ　

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
４
７
５

−

23

−

５
５
１
５
）

『
君
塚
和
独
居
老
人
日
用
品

  

支
給
事
業
』の
廃
止
に
つ
い
て

STOP電話de詐欺！
～勝浦市民は絶対に騙

ダマ

されないぞ～

おかしいな？・・・と思ったら
勝浦警察署（☎７３－０１１０）まで
ご連絡を！

読書するエビ
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連絡・問い合わせ先　勝浦市地域包括支援センター（介護健康課内）　☎７３－６６１５・６６１６

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
12
月
16
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
:// w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/m

介護用品の橋渡しを行っています。
おむつ、防水シーツ、車椅子専用クッション、
パジャマなど、不要になった介護用品が
ありましたら、下記までご連絡下さい！

次回は、
　 鶴亀学校と
　   寺子屋さんぽの様子を
　　　　　　　　ご紹介いたします！

健康のコツ
は骨

第２弾は骨
と食事

骨を元気にする食事のコツは！？
シリーズ

健康寿命を
延ばそう！

　骨の生まれ変わりを助け、骨粗しょう症を防ぐためには、骨のもとに
なるカルシウムを毎日しっかり取ることが重要です。
　さらに、カルシウムの吸収を助けるビタミンＤや、骨の形成を助ける
ビタミンＫも一緒に取るように心がけましょう。

骨が元気になるカルシウムたっぷりの料理を紹介します

ほうれん草と卵の炒め物

材料
ほうれん草・卵・干しえび
サラダ油・酒・塩

卵はよく溶きほぐし、干し
えびは水と共に電子レンジ
で加熱して戻し、その戻し
汁に酒を加えて一緒に炒め
るのがポイント。

大根の葉としらすのふりかけ

材料
大根の葉・しらす・ごま油
だしつゆ・砂糖・かつお節
白ごま

葉っぱをきざみ軽くゆでて
から、しらすとかつお節を
ごま油で炒めて出来る簡単
ふりかけ。

いわしのさんが焼き

材料
いわし・青じそ・長ネギ　
しょうが・ごま油・片栗粉
みそ・塩コショウ・黒ごま

細かく叩いたいわしを上の
材料と混ぜ合わせ、青しそ
に乗せて黒ごまを振り、両
面しっかり火を通す。

（赤字の材料はカルシウム・青字はビタミンＤ・緑字はビタミンＫを豊富に含んでいます）

毎日コツコツとバランスの良い食事をとることが大事！
お酒の飲み過ぎやタバコ、塩分の取り過ぎは、カルシウムの吸収を悪くするので控えるようにし
ましょう。

日光浴をしましょう！
カルシウムの吸収を助けるビタミンＤは、人間の皮膚が日光の
紫外線を浴びることでも体内に作られます。これからの冬場は
積極的に外で日光を浴びる機会を作りましょう。

介護用品リサイクル

地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信
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